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(人) 軽減した 変わらない 負担がふえた
図4 業務量の変化
2)勤務時間の変化について、「短縮したJ6 
名、「変わらないJ3名、「負担がふえたJ0名、
「無回答J1名であった(図5)0 r休憩時間が
少なかったが少し余裕がとれるようになった」
r(火曜日は)検査数が多いので超勤を覚悟し
ているJという意見があった。
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図5 勤務時間の変化
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3)所属スタッフと応援スタッフへの指導方法
の違いについて、「曜日が限定されているため
限定した指導となるJr所属スタッフは日々の
業務や検査について機会があるごとに必要」
「応援にきてもらっているので無理は言いに
くいJr所属スタッフ・応援スタッフとも変わ
らない」という意見があった。
4)応援を受ける部門の気付きとして、「週1
回では覚えるのが大変ではないかJr初めだけ
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でも応援間隔を詰めたらいいのではないか」
「最も業務の多い曜日に応援依頼していたが、
所属で活用できるように検査内容など(曜日)
考慮する必要があったのではないかJという意
見があった。
5)応援スタッフに望むこととして、「応援ス
タッフ所属部門の専門性を教えてほしいJr自
身の学習したい検査や、所属での活用状況など
を提出してほしいJr応援スタップ所属部門の
専門性を教えてほしい」という意見があった。
6)その他、「引き続きこの応援体制を続けて
欲しいJr急変時などに救命センターのスタッ
フがいると心強いJという意見があった。
2.報告
応援日数回数としては週 1日のベースで
あれば40回以上の予定であったが、高度救
命救急センタ}の厳しい勤務状況もあり決
して多いとはいえず、また応援に行く間隔も
まばらになることがあった。夏季休暇期間中
は 1ヶ月以上も聞があいたこともあった。夏
季休暇に限らず、応援体制をとることで救命
センタースタップの希望が通りにくくなる
のではないかとの意見があった。
個人としては高度救命救急センター所属
では経験できないことを経験することが出
来た。内視鏡検査技師の試験を受ける機会を
得ることができ、キャリアアップに繋がる可
能性を感じている。
V.考察
今回、定期応援に行くことを経験したが、
看護部方針に「適切な人員配置と柔軟な応援
体制を確立するjとあったように、救急科の
入院状況・内視鏡部の検査数状況をみながら
流動的・臨時的な応援をとっていくことは応
援体制のシステムを確立するうえでひとつ
の理想の形であると考える。しかし、内視鏡
部の特性上検査内容が多岐にわたり、介助に
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ついていない検査も多数あるため現時点で
は難しいと考える。柔軟かっ質の高い応援体
制のシステムを確立するにはそれぞれの部
門の専門的な知識・技術を習得していくこと
が求められるため長期間の計画が必要であ
る。またその専門性に精通している経験者な
ど適当な人材配置を検討することも重要で
あると考える。
活動報告の目的であった「他部門への応援
体制が及ぼす効果」についてであるが、定期
応援で得た経験を高度救命センター所属の
スタッフに伝達することが、他部門への応援
体制が良い効果をもたらすためには重要で
あると考える。
今年度の高度救命救急センターのチ}ム
目標に「初療における対応能力の向上に向け、
症例の振り返りを行い、情報の共有化を図る」
とある。高度救命センターでは気管支鏡検査
を施行することがあり、 11月から気管支鏡
検査のある金曜日に応援に行くことが決ま
ったのは、高度救命救急センタースタッフへ
及ぼす効果も考慮してのことである。現時点
では具体的に行動するまでにはいたってい
ないが、情報の共有化・初療における対応能
力の向上に向け、高度救命救急センターのス
タッフに気管支鏡機器管理や検査介助手順
の伝達講習をするなど所属に貢献していか
なければならないと考える。
また中央内視鏡部スタッフのアンケ}ト
の意見にあったように、救命救急センターの
スタッフとして求められている部分に応え
ていくことが出来れば、お互いの部門にとっ
てよりよい応援体制といえるのではないか
と考える。
羽.結論
1.定期応援は内視鏡部スタッフの業務量負担
軽減のー要因となる。
2.応援時間・応援内容が限られたものであり、
負担の軽減は限局されたものである。
3.定期応援を出す部門は、所属スタツフの理
解・協力が必要である0
4.定期応援にいくスタッフはキャリアアップ
につながる。
5.今後の課題として、得た知識・技術を所属
部門に普及することが必要である。
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